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研究の概要 

「エンパワーメント」と就業との関係の要因分析 

 

ジェンダー平等と、その達成プロセスとなる女性の「エンパワーメント」は遅々として進んでいない。国

連の MDGsや SDGs をはじめ、長年、国際的な最重要課題の 1つとして位置づけられているにもかかわらず、

である。 

 女性の「エンパワーメント」は、世帯内・社会での意思決定への参加や、ジェンダー不平等への気づき等

で測定が可能とされる。これまでの研究で、インドの有配偶女性を対象として、エンパワーメントが進まな

い背景に、意識／無意識に女性のエンパワーメントを阻む「ジェンダー規範」の存在があること、そしてそ

れが広く受容されている可能性を検討してきた。 

今後の研究では、ジェンダー規範がどのようなもので、いかなる要因と関係しているのか、「ジェンダー不

平等への気付き」はいかにして得られるのか、を見出し、女性のエンパワーメントを通じたジェンダー平等

達成への示唆を得ることを目的とする。 

 

  

 

【論文】 

・「なぜ経済的リソースは「世帯内意思決定」に活かされないのか―インド都市の有配偶就業女性のエンパワーメント」 

・「インドの有配偶女性の就業選択―本人・家族に着目した都市・農村 2 時点間の分解分析」 

・「女性のエンパワーメント測定の理論的枠組みと指標―人口保健調査（DHS）の関連ミクロ指標の検討」 

 

日本でも国際社会でも喫緊の課題である「女性のエンパワーメント」を達成するために阻害要因となって

いる「ジェンダー規範」の固定化・再生産の要因を特定し、エンパワーメント達成に役立つ示唆を得る。 

 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=f1cac4b6e4d77cf1520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

